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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　２月　12日　（月）
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 本日より山地CWが病棟に復帰しています。

· 本日、田茂鉄美様がノロウイルス検査結果（－）の為Dユニット２０７号室からAユニット１１７号室へ移動されております。

· 見付喜久様、観察室からDユニットの２０７号室に移動しています。

· 大久保まつゑ様、Cユニット２０５号室からDユニット２０７号室へ移動となっています。

· 明日、小山正好様と佐々木利男様入浴後隔絶解除して下さい。各主治医へは情報提供済みです。

· 長根　斑男様～ノロウイルス検査結果待ちです。今後も下痢・嘔吐の有無観察し、感染　

防止に努めましょう。　

· 塚田　　昌様～点滴は処方分で終了抜去し様子観察との指示。本日食事・水分摂取とも　

に拒否的で、ほとんど摂取できておらず、田名部Drへ報告しています。コップを投げ捨てたり、精神症状の影響も考えられるため、明日まで様子観察とのこと。イレウス疑いある為、本日腹部レントゲン施行しており、結果、ガス貯留はありますがイレウスではないとのこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 笹山　吉郎様～血液検査結果が悪く、貧血もある為便潜血検査指示あります。タンパク

上げる為、高タンパクのアイソジェンや栄養補助食品の摂取をすすめていく必要あり。そのことについて明日御家族来院して頂き説明する予定です。

＜週間連絡＞

　２月13日（火）村井　八郎様の介護認定調査の実施日の連絡がくる予定です。

　　　14日（水）皮膚科診察・心理検査が西沢　　正様14：00～


田村　耕一様14：30～あります。

15日（木）伝達講習17：30～　　

　　　16日（金）三浦　一男様マーゲンチューブ交換日

　　　　　　　　防災訓練　13：30～

　　　　　　　　伝達講習　17：30～

＜２月１６日の防災訓練について＞

· 当日の担当スタッフは松川NS・森崎CW・荒木田CWでAの出入り口には本川NS、Bの出入り口には小向GOMがつきます。

●当日の訓練内容について

	項目
	防災避難訓練（夜間想定）

	目的


	・防災に関する意識・知識を全職員、全患者様に把握して頂く。

・夜間想定の避難訓練を行い、夜間体制検証と他部署との連携の確認。

	日時・場所


	日時：２月１６日（金）１３時３０分

場所：東病棟喫煙室

	内容
	参加者　　　　：当日勤務者（夜間想定の為、夜勤勤務者で東・南病棟は３名ずつ選抜、北・西病棟は２名ずつ選抜して訓練に参加する。医事・コメディカルのスタッフは夜間想定の為、参加しない。）

　　　　　　　　　入院患者様全員
　※ただし隔離室入室患者様や病状等で移動が不可能な方は参加対象にはならない。

　内容　　　　　：１３時２０分から準備を始め、１３時３０分に出火。後日カンファレンスにて反省会を実施。

カンファレンスの時間での疑問点等あった場合はその都度説明行ない、不明な点は防火管理者へメールで確認し分かり次第、報告する。下記のメンバーは病棟の防災委員であるため疑問点があればスタッフへお願いします。また、当日の各病棟チェック担当者となります。

東…高橋　西…長濱　南…板橋　北…村越　


Ｈ１９．２．１６（金）　避難訓練行動マニュアル

出火想定場所　：　東病棟喫煙室

出火想定時間　：　13時30分

―　南病棟　―
1、 出火場所の確認

①火災ベルが鳴ったら、南Bユニット火災受信機を確認する。

②火災受信機が点灯する。

③指差し呼称火災受信機が点灯している所を２回繰り返して、出火場所を確認。

④火災受信機を操作して、（音響停止ボタンを押し）ベルを停止する。

　２、消火器を持って出火現場の確認

①出火現場確認へ向かう。

②東病棟へ行き、各病室、トイレ、談話室、洗濯室を確認する。

③喫煙室を開けて、火事だと分かったら大声で「火事だ！火事だ！」と２回叫ぶ。（発見したスタッフ）

　スタッフ１名は東病棟喫煙室が火事である事を自棟に報告し、患者様は各ホールへ誘導し待機して頂く。

　３、初期消火
　　　　消火器にて初期消火を行う。（初期消火は３０秒行い訓練時は失敗とする。）

４、出火棟の避難誘導（初期消火にあたったスタッフ）

①喫煙室が火事である事を告げる。（すでに知らされているかもしれないが）

②他職員と一緒に東病棟患者様を東Ａユニット患者様は本部側へ、Ａユニット以外の患者様は南Ａ玄関側へ避難誘導する。誘導後は自棟へ戻る。

６、自棟への情報伝達（誘導後初期消火を終えたスタッフ）

①東病棟喫煙室が出火場所であり初期消火失敗の為、南Ａ玄関への避難誘導が必要な事を患者様に伝える。

７、非常口の解錠

　　　電気錠にてスイッチを解錠する。訓練時は解錠しない。

８、区画形成

①防火ドアは手で引っ張って閉める。

９、避難誘導

①患者様を南Ａ玄関前に避難誘導する。自力歩行が出来ない患者様は車椅子、シーツや抱く、背負う等の方法で避難介助する。

１０、残留者なしの確認

①各病室・トイレ等に残留者がいないか確認し、確認した部屋はドアを閉める。（戸を閉める事によって残留者なしとする。）

１１、人員の確認

①避難場所人員を確認しチーフへ伝える。

②報告を受けたチーフはは防災対策本部へ報告する。

詳しくは病棟に置いてある「防災訓練」企画書を各自で確認して下さい。

